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研究成果報告書概要 
 

１ 学校法人名    学校法人中部大学      ２ 大学名     中部大学            

 

３ 研究組織名    次世代食育研究センター                  

 

４ プロジェクト所在地   愛知県春日井市松本町 1200             

 

５ 研究プロジェクト名   生活習慣病予防の科学的食育プログラム確立を目指す   
      基礎栄養科学研究拠点形成   

 

６ 研究観点         研究拠点を形成する研究               

 

７ 研究代表者 
研究代表者名 所属部局名 職名 

横山 信治 応用生物学部 特任教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  ８ 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 
研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

横山信治 
応用生物学部・特任教

授 

ステロール代謝と疾患、代謝・

疫学 

研究代表者・分子動態栄養学ク

ラスター主任、研究とりまとめ 

大神信孝 
応用生物学部・客員教

授 
栄養因子と感覚器の機能制御 

分子動態栄養学クラスター研究

ユニット主任 

山下均 生命健康科学部・教授 エネルギー代謝と栄養因子 
分子動態栄養学クラスター研究

ユニット主任 

横越英彦 応用生物学部・教授 高次中枢神経機能と栄養因子 
分子動態栄養学クラスター研究

ユニット主任 

呂鋭 応用生物学部・助教 
ステロール代謝と疾患、分子機

構 

分子動態栄養学クラスター研究

ユニット主任 

禹済泰 応用生物学部・教授 
環境因子・生体機能物質の同

定解析 

食品食糧分子解析クラスター主

任、研究とりまとめ 

堤内要 応用生物学部・教授 
生体機能物質の微量定量と分

子標的探索 

食品食糧分子解析クラスター研

究ユニット主任 

田口良 
応用生物学部・客員教

授 

食品・生体の脂質分子種の微

量解析 

食品食糧分子解析クラスター研

究ユニット主任 

学内 Associate 
Member    

中川大 応用生物学部・講師 栄養因子と骨代謝 
次世代食育研究センター 
 Associate Member（横山、他） 

車炳允 
生物機能開発研究所・

准教授(平成 27 年度末

退職） 

食品由来生体機能物質の探索

単離解析 

次世代食育研究センター 
 Associate Member（禹） 

山田貴史 応用生物学部・講師 高次中枢神経機能と栄養因子 
次世代食育研究センター 
 Associate Member（横越） 
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学外共同研究機関

等 
   

上島弘嗣 滋賀医大疫学セン

ター・特任教授 脂質異常症と疾患の疫学研究 学外共同研究者（横山） 

綾織誠人 防衛医科大学・講

師 ABCA1 活性の薬理学的促進 学外共同研究者（横山） 

加藤昌志 名古屋大学医学

部・教授 
ステロール代謝と感覚器機能

制御 学外共同研究者（大神・横山） 

Iborra, Rodrigo  サンパウロ大学・

研究員 糖尿病に於ける HDL 代謝 
学外共同研究者（横山）・次世

代食育研究センター客員研究

員 

Cavigiolio, 
Giorgio 

オークランド小児

病院・主任研究員 人工甘味料と HDL 代謝 

学外共同研究者（横山）・次世代

食育研究センター客員研究員

（日本学術振興会外国人長期招

聘） 
Ramdhan, Doni 
Hikmat インドネシア大学 無機栄養因子と健康 学外共同研究者（大神） 

Thang, Nguyen 
Dinh ベトナム国立大学 無機栄養因子と健康 学外共同研究者（大神） 

Ahsan, Nazmul ダッカ大学 無機栄養因子と健康 学外共同研究者（大神） 

外部評価委員    

野澤義則 （委員長） 
岐阜大学・名誉教

授 
  

松田幹 
名古屋大学 生命

農学研究科・教授 
  

葛谷雅文 
名古屋大学 医学

系研究科・教授 
  

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

食品・生体の脂質分子種の

微量解析 
生命健康科学部・教

授 
田口良 

食品食糧分子解析クラスター

研究ユニット主任 

（変更の時期：平成 26 年 6 月 1 日） 

 

  新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

生命健康科学部教授 生命健康科学部・特任教授 田口良 
食品食糧分子解析クラス

ター研究ユニット主任 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

栄養因子と感覚器の機能制

御 
生命健康科学部・准教

授 
大神信孝 

分子動態栄養学クラスター研

究ユニット主任 

（変更の時期：平成 26 年 7 月 1 日） 

 

  新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

生命健康科学部准教授 応用生物学部・客員教授 大神信孝 
分子動態栄養学クラスタ

ー研究ユニット主任 
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旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

食品・生体の脂質分子種の

微量解析 
生命健康科学部・特

任教授 
田口良 

食品食糧分子解析クラスター

研究ユニット主任 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 

  新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

生命健康科学部・特任

教授 
応用生物学部・客員教授 田口良 

食品食糧分子解析クラス

ター研究ユニット主任 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ステロール代謝と疾患・代

謝・疫学 
応用生物学部・教授 横山信治 

研究代表者・分子動態栄養

学クラスター主任 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

  新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

応用生物学部・教授 応用生物学部・特任教授 横山信治 
研究代表者・分子動態栄

養学クラスター主任 
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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

栄養学を、生体の生命活動の本質であるエネルギー需要と生体物質の入れ替え交換を維

持するための栄養因子（栄養素）の補給システムとして捉え、栄養因子による代謝制御

と遺伝子の発現制御の体系に対する生活習慣や環境因子の影響とそれによる疾患・疾病

の発症のリスクを明らかにする。エネルギー代謝、脂質・ステロール代謝とその制御機

構やそこから派生する免疫・炎症などの生体防御反応の調節、末梢神経系中枢神経系の

構造的機能的調節を分子生物学的に解明して、それらの栄養因子による制御とその破綻

による生活習慣病の発症の機序を具体的に明らかにする。 

 

（２）研究組織 

プロジェクト選定後、研究推進組織「中部大学次世代食育研究センター」を発足させ、

組織を分子動態栄養学（４ユニット）と食品食糧分子解析（３ユニット）の２クラスタ

ーとして研究を開始した。 

＜分子動態栄養学＞ 

１）栄養因子による脂質代謝制御と動脈硬化発症の機序（横山） 

２）栄養因子による代謝性疾患修飾の分子機構（山下） 

３）抹消及び高次脳機能の栄養学的制御（大神・横越） 

４）ステロール代謝制御の分子機構（呂） 

＜食品食糧分子解析＞ 

１）環境栄養因子の健康への影響（禹） 

２）脂質分子種と健康（田口） 

３）環境栄養因子体内測定と標的同定（堤内） 

 

ユニット間や「センター」所属以外の中部大学研究室との共同研究や「センター」所

属研究室関連の若手教員の独立した研究の進展などにより、これらの研究者を

Associate member としてきた。国内外との共同研究も進みつつあり、国外からの客員

研究員を「センター」で受けいれる実績も積まれた。平成 26 年度途中より大神が客員

教授、田口が特任教授となり、27 年度からは田口も客員教授となったが、引き続き中

部大学を研究拠点として活動した。研究代表者の横山は 28 年度からは常勤の特任教授

として引き続き中部大学に勤務している。 

外部評価委員三名を委嘱し年次評価の実施体制を整え、彼らの出席を得た研究報告会

と年次研究報告書に基づいた評価が第二年度・第三年度・第五年度に実施された（第一・

四年度は年次研究報告書に基づき評価）。 

参加研究者の延べ人数は、ユニット主任教員８名、Associate Member３名、学内共

同研究者７名、学外共同研究者は、国内３名国外５名、等である。 

 

（３）研究施設・設備等 

申請時に記した如く、名古屋医工連携インキュベータ（名古屋市千種区、中小企業基

盤整備機構）に日本科学技術振興機構のプロジェクトのために横山が設置していた研究

設備（120 m2、ベンチ、細胞培養設備、関連機器など、生化学・細胞生物学・分子生

物学的研究の実験設備一式、2009 年名古屋市立大学へ移管）を横山の中部大学赴任に

先立ち 2010 年中部大学総合研究センター９階の 115 m2のスペースに移設移管し、こ

れを「次世代食育研究センター」のコア研究室とした。また、先行の研究基盤形成支援

事業「生活環境因子誘発疾患の予防治療に関する戦略的研究」により生命健康科学部施

設に設置した大型機器の一部（脂質質量分析機器 4000QTRAP、イメージャー 
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LAS4000）は同学部に所属する「センター」メンバー（大神、山下、田口）が引き続

き利用することとし、「センター」発足時に導入した大型機器（質量分析機器 API4000、
HPLC）は応用生物学部共通機器室および生物機能開発研究所に設置した。 

その他両学部に所属する大型研究機器（Claus 560S GC-MS、TOFMS、NMR AL-400
など）が使用可能であり、一般的実験には、生命健康科学部、応用生物学部の実験設備

もそれぞれ利用可能である。事業開始後に導入した主要な新規研究設備は蛍光顕微鏡シ

ステム Keyence BZ9000 で、コア研究室に設置された。  
本プロジェクトの主要機器の稼働率は、API4000, 25h/4 名/週; HPLC 20 h/5 名/週、

BZ9000, 10h/5 名/週、などであった。 
 

 

（４） 研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

「次世代食育研究センター」は、１）生体における栄養素（物質・エネルギー）の代

謝の動的制御系とその環境応答機構の解明（分子動態栄養学）と、２）食品の環境栄養

因子の分子レベルの解析（食品食糧分子解析）の二つの研究課題を設定、これらを有機

的に連繋させつつ進めることで、生活習慣病予防のための科学的かつ現実的食育プログ

ラムを構築するための研究基盤形成を目指してきた。 
１）「分子動態栄養学」においては、脂質・エネルギー代謝と神経疾患の関連に成果

を上げてきた山下・大神の研究課題を引き継ぎ、エネルギー代謝・ステロール代謝の制

御と動脈硬化・生体防御の研究で世界をリードしてきた横山・呂を加えた体制に、高次

中枢神経機能制御とアミノ酸・蛋白質代謝の栄養学的関連の研究で成果を上げてきた横

越・山田と骨代謝の細胞生物学的研究に意欲的な中川が加わり、生活習慣病の栄養学的

発症機序と予防に関する、より総合的な研究体制を築いてきた。 
２）「食品食糧分子解析」においては、食品中の様々な天然物の特異的生理活性につ

いて生活習慣病や食物連鎖との関連からの研究成果を挙げてきた禹・堤内が加わり、さ

らに脂質を始めとする栄養素や生理活性物質の質量分析において世界最高水準の技術

をもつ田口を加えた体制をとって、栄養科学に於ける分子分析学的基礎をかためてき

た。 
この５年間、この研究体制は、食品を始めとする環境因子による生体の物質エネルギ

ー代謝の制御を明らかにして、生活習慣病の予防に貢献できる食育や機能性食品の開発

の科学的根拠を確立するための基礎研究に確実な成果を挙げてきた。またプロジェクトの

一環として行われた研究に参加した学部学生は延べ 121名、大学院生は延べ 29名と、若手

の育成にも力を入れ、大学院生の多くには経済的支援を行った。 
５年間の事業の代表的研究成果として、「研究成果食品食糧生体分子解析の開発」をテ

ーマに、１）不均一系白金族触媒を用いた水素—重水素交換反応による生物活性物質の標

識とそのサロゲート物質しての応用（堤内）、２）ブラジル産プロポリスなどに含まれる代謝活

性化機能を持つ栄養因子や機能性因子の分子科学的同定（禹）、微量生体試料の質量分析

による脂質分子種の網羅的解析による病態解析の技術開発（田口）など、「生活習慣病の分

子動態栄養学的基礎：神経系・運動器官」をテーマに、１）無機栄養環境因子が誘発する聴

神経変性疾患の解析（大神）、２）高次脳機能の生活習慣による変化への栄養学的制御（山

田・横越）、３）細胞からの物質排泄機能の栄養学的制御に注目した「がん」と「運動器障害」

の予防に向けた研究基盤構築について（中川）など、「生活習慣病の分子動態栄養学的基

礎：肥満・動脈硬化」をテーマに、１）脂肪細胞の機能制御に係わる新規遺伝子の発見とその

調節による生活習慣病予防の分子機構について（山下）、２）HDL 産生の分子機構とその栄
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養学的制御とそれによる動脈硬化予防戦略の研究（呂）、３）日本人の血漿HDLの疫学的特

徴とその分子科学的背景の解明（横山）、などを挙げることができる。5 年間に発表された査

読つきの英文論文は 160 編で多くは高 IF の雑誌に掲載されたものである。 
また、基礎栄養学研究基盤整備を目的として進めてきた本プロジェクトの成果の一つ

として、「次世代食育研究センター」は国内外との共同研究の拠点として十分に機能し、

国内の多くの研究機関との共同研究により多くの研究成果をあげてきている。またいく

つかの国際的な共同研究体制が確立し、人的交流を含めて中部大学が研究拠点としての

役割を担うことができるようになった。国際共同研究としての主なものは以下の通りで

ある。 
①大神の土壌・飲料水における無機環境因子による神経障害についての東南アジア

との国際共同研究は５年間を通じて行われた。 
②禹の天然物の生物活性の研究においてサンパウロ大学との共同研究でブラジル産

プロポリスの生物活性の検討に成果を上げることができた。 
③横山の研究室は国外から長期滞在研究員受け入れ（サンパウロ大学研究員 2014

年 2〜5 月、オークランド小児病院研究所主任研究員 2014 年 11 月〜2015 年 5 月 
日本学術振興会長期招聘プログラム）、国際的研究拠点としての役割を果たした。

これにより大学院生の短期留学（オークランド小児病院 2016 年 11〜12 月）も実

現した。 
④横山の HDL 代謝と日本住血吸虫感染の研究は南京医科大学のワクチン研究に発

展し、共同研究が進行中である。 
 

＜優れた成果が上がった点＞ 

本プロジェクトによる代表的な直接的研究成果としては以下のような論文が挙げられる。 

１）環境栄養因子マンガンによる聴力低下のメカニズムを検討した。マンガンを飲水

曝露した野生型マウスは、内耳コルチ器のラセン神経節の変性と聴力特異性遺伝子

c-Ret の発現低下を伴い難聴が誘発されるが、c-Ret 過剰発現マウスではこれが起

こらない事が示唆された*1（Ohgami N, Yajima I, Iida M, Li X, Oshino R, Kumasaka 
MY, Kato M. Manganese-mediated acceleration of age-related hearing loss in 
mice. Sci Rep, 6:36306 (2016)）。 

２）機能性化合物エボジアミンは mTOR-S6K 経路の活性化を阻害することにより過剰

なインスリンシグナル経路の活性化とIRS-1のSerリン酸化を抑制しインスリン抵

抗性の改善に寄与するものと考えられた*2（Wang, T., Kusudo, T., Takeuchi, T., 
Yamashita, Y., Kontani, Y., Okamatsu, Y., Saito, M., Mori N., and Yamashita, H. 
(2013) Evodiamine inhibits insulin-stimulated mTOR-S6K activation and IRS1 
serine phosphorylation in adipocytes and improves glucose tolerance in 
obese/diabetic mice. PLoS ONE, 8: e83264）。 

３）シソ科のローズマリーの有効成分ロズマリン酸の骨代謝おける作用について解析

した。ロズマリン酸は破骨細胞の分化を抑制するだけではなく、骨芽細胞の分化を

促進することで、動物レベルにおいても減少した骨密度を回復させる作用があるこ

とが示唆された*3（Lee JW, Asai M, Jeon SK, Iimura T, Yonezawa T, Cha BY, Woo 
JT and Yamaguchi A. Rosmarinic acid exerts an anti-osteoporotic effect in the 
RANKL-induced mouse model of bone loss by promotion of osteoblastic 
differentiation and inhibition of osteoclastic differentiation. Mol Nutr Food Res. 
59:386-400, 2015）。 

４）HDL 産生因子膜蛋白質 ABCA1 はその分解により制御され、caveolin-1 との相互
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作用がそれを促進、この作用の薬理学的干渉は HDL 産生を増加させる*4（Rui Lu, 
Tomoe Tsuboi, Kuniko Okumura-Noji, Noriyuki Iwamoto, and Shinji Yokoyama 
Caveolin-1 facilitates internalization and degradation of ABCA1 and probucol 
oxidative products interfere with this reaction to increase HDL biogenesis. 
Atherosclerosis (2016) 253: 54-60）。 

５）ApoA-II を含む HDL と含まない HDL の大量蓄積データ解析から、HDL 濃度を決

めているのは後者であり、前者は血漿中部にほぼ一定値で存在する安定した粒子で

あることを見いだした*5（Toshimi Kido, Hideaki Kurata, Kazuo Kondo, Hiroshige 
Itakura, Mitsuyo Okazaki, Takeyoshi Urata and Shinji Yokoyama. Bioinformatic 
analysis of plasma apolipoproteins A-I and A-II revealed unique features of A-I/A-II 
HDL particles in human plasma. Scientific Reports (2016) 6, Article number 31532 
doi:10.1038/srep31532）。 

 

＜課題となった点＞ 

１）大学院生の経済的サポート。私立大学である特性で教員の教育負担が大きく、研

究の具体的労力を大学院生や卒業研究学生に依存せざるを得ない。従って、大学院

の充実が研究成果と直結しておりまた彼らの研究時間の確保も重要な事項となる。

採択時の指摘事項に「若手の育成」が挙げられていたこととも併せ、RA システム

など大学院生への経済的サポート体制の充実に取り組んだ。 

 

２）各研究課題の協力体制の構築を意識的に進めることができた。具体的には、堤内

や田口の質量分析技術機能性食品由来の天然物同定*6（Yamashita, H., Kusudo, T., 
Takeuchi, T., Qiao, S., Tsutsumiuchi, K., Wang, T., and Wang, Y. (2015) Dietary 
supplementation with evodiamine prevents obesity and improves insulin resistance 
in ageing mice. J. Funct. Foods, 19: 320–329）や細胞からの HDL 産生機構の解明

*7（Noriko Hotta, Sumiko Abe-Dohmae, Ryo Taguchi, and Shinji Yokoyama. 
Preferential Incorporation of Shorter and Less Unsaturated Acyl Phospholipids into 
High Density Lipoprotein-Like Particles in the ABCA1- and ABCA7-mediated 
Biogenesis with apoA-I. Chemistry and Physics of Lipids. (2015) 187: 1-9）に威力を

発揮した.。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

１、自己評価体制とその実施 

１）学内評価体制 

外部資金による研究事業については、中部大学研究推進機構（機構長は研究担当

副学長）が学内評価を統括している。本事業では、事業実施の大学組織として設

置された「次世代食育研究センター」の活動について、年度毎に事業計画書を提

出しまた毎年度末に年次研究報告書を作成して年度毎の研究進捗や費用執行の

適切性、費用対効果についての評価を実施した。 

２）研究成果の公表 

毎年度末に研究成果報告書を作成し、それぞれの研究課題の研究成果のまとめを

行ってきた。報告書は公開されており、広く学内外からの評価コメントを求めて

いる。また第二、第三、第五年度末には研究成果報告会をもち、公開の場で研究

グループ間での相互批判相互評価による内部評価を行ってきた。 

これらにより、研究の質の内的保証システムは機能していたと考える。 

２、自己評価結果とそれへの対応状況 

自己評価による研究体制と内容についての改善点の主なものは以下の通りである。 
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１）研究ユニット間での共同研究を積極的に推進させるために、技術的交流による共

同研究促進につとめ、いくつかの共同研究論文を発表することができた。具体的に

は、HDL 産生における膜リン脂質分子種の利用についての、横山・呂グループと田

口グループの共同研究論文、脂肪細胞転換生理活性物質の動物実験における質量分

析を用いた血中濃度の測定の山下グループと堤内グループの共同研究や、食品中の

生理活性物質の同定における禹グループと堤内グループの共同研究などの進展で

ある。 

２）若手研究者の育成について、学内での検討の結果、当初のコア分担研究者に加え、

若手研究者を associate member として研究費の分配を行い、多くの研究成果を挙

げる後押しをした。 

３）対外的共同研究の推進のため、外国からの短期・中期の研究員の受け入れを積極

的に行い、研究成果はいくつかの共同研究論文として準備されている。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

１、外部評価体制とその実施 

１）外部評価委員会 

研究プロジェクト発足と同時に、以下の外部有識者三名による外部評価委員会を

設置した。 

・外部評価委員長：野澤義則 岐阜大学医学部 名誉教授 

・外部評価委員 ：葛谷雅文 名古屋大医学研究科 教授 

・外部評価委員 ：松田幹名 古屋大学生命農学研究科 教授 

外部評価委員には、上述した研究成果報告会への出席と研究成果報告書の精査を

依頼、毎年度報告会における口頭での講評と研究成果報告書と報告会に対する文

書による評価を依頼した。評価の内容は研究グループ内で検討し、次年度の研究

活動に反映させるようにしてきた。 

２）外部評価結果の公表 

外部評価委員によるコメントは研究成果報告書にそのまま記載することで公表

し、研究実施体制や研究内容に反映させる体制をとってきた。 

２、外部評価結果とそれらへの対応状況 

外部評価委員による評価コメントは毎年度研究成果発表会と研究成果報告書の内

容を踏まえて文書で提出を依頼し、成果報告書に添付して公表を行ってきた。個々の

研究へのコメントや評価については、それぞれ個別の対応を行ってきたが、事業全体

全体に対する意見は大きくまとめると次の四点についての努力を求めるものであっ

た。 

①研究グループ間の共同・連携体制 

内部評価への対応に述べたとおり、事業の中で具体的共同研究を推進しその成果の

発表につないだことで、委員からも高い評価を受けた。 

②研究成果の社会還元 

横山や横越による多くの啓蒙的講演やメディアへの露出（新聞のコラムや記事な

ど）、あるいは中部大学 COC 活動の一環として行っている地域成人教育活動への積

極的参加を行ってきた（横山、横越、呂）。 

③事業目標「科学的食育プログラム確立」への道筋 

多くの研究成果を今後の取り組みに取り入れてゆくことで達成できると考える。ま

だ具体的なかたちに残すところまでは到達していないが、今後の持続的活動の中で

可能となると考える。 

④研究拠点整備から持続的研究体制への継続 
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平成 29 年度からの「食環境創造研究センター」の発足と横山のセンター長就任に

より可能なかぎりの体制をとることができている。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

本事業の成果である中部大学における基礎栄養科学研究の基盤整備の達成を今後の

本学における研究教育体制の整備にどのように継続発展させるかについて、次のような

構想が提案された。 

１）中部地域における人材養成・研究活動の拠点としての大学の役割を考え、「もの

づくり」に重点化した地域経済の特徴に依存するのみならず、この分野への過剰な

依存からの脱却もその重要な使命である。愛知県が農業・食品産業でも我が国の重

要な拠点であることを考えると、大学として「食と健康・環境」の研究教育拠点と

なってゆくことがその重点戦略上のひとつとして位置づけられるべきである。 

２）従って、本事業のハードウェアとしての拠点であった次世代食育研究センターを

始め、応用生物学部を中心に存在する「食と健康・環境」に関わる研究教育の施設・

設備を有機的に活用できる体制の整備である。具体的には、植物工場、食品プラン

ト、給食経営管理実習室、健康食品科学寄付研究部門、次世代食育研究センター、

などを一元的かつ総合的に研究・教育に活用・運用できる組織作りが急務である。 

これらの提言については、評価委員からも強い賛同の意が示された。この提言を受け、

中部大学はこの機能を持つ「食環境創造研究センター」を平成 29 年度より発足させ、

当面は横山がセンター長として研究の発展をはかることとなった。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

事業参加メンバーによるいくつかの重要な社会貢献が行われた。 

１）横山信治 中日新聞連載コラム「味な提言」全 15回（2013年） 

２）横越英彦 中日新聞連載コラム「味な提言」全 20回（2014-15年） 

３）横山信治 日本医療研究開発機構 AMED-CREST「画期的医薬品等の創出をめざす 

脂質の生理活性と機能の解明」研究総括（2015-23 年） 

４）横山信治 日本動脈硬化学会「大島賞」受賞（2016 年） 

 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） 生活習慣病          （２）  食育              （３） 栄養学         

（４） 代謝制御           （５）  動脈硬化           （６） 神経疾患        

（７） 生物活性物質        （８）  食品              

 

１３ 研究発表の状況（抜粋）（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

中部大学ホームページ上に「次世代食育研究センター」設置を公表 

  <http://www.chubu.ac.jp/organization/institute/nutritional_health_science/> 

平成 24 年度中部大学大型プロジェクト合同キックオフセミナー 

（2012 年 12 月 6 日）（学生・教員・学外者約 80 名参加） 

研究成果報告会 

平成 25年度（2013年 12月 20日、外部評価委員出席）（学生・教員・学外者約 60名参加） 

平成 26 年度（2015 年 1 月 23 日、外部評価委員出席）（学生・教員・学外者約 50 名参加） 

平成 28 年度（2017 年 2 月 3 日、外部評価委員出席）（学生・教員・学外者約 60 名参加） 

研究成果報告書刊行 

平成 24 年度 3 月、平成 25 年度 3 月、平成 26 年度 3 月、平成 27 年度 3 月、 

平成 28 年度 3 月 

中部大学フェア展示 

平成 24 年度（2012 年 8 月 24 日）、平成 25 年度（2013 年 8 月 23 日）、 

平成 26 年度（2014 年 9 月 18 日）、平成 27 年度（2015 年 9 月 17 日）、 

平成 28 年度（2016 年 9 月 15 日） 

次世代食育研究センター招聘セミナー 

アルバータ大学 Dennis Vance 教授（2013 年 11 月 12 日）（学部学生・院生約 45 名参加） 

中部大学開学５０周年研究夢構想シンポジウム 

（2014 年 7 月 18 日）（学部学生・院生約 100 名参加） 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

 特になし 

 

 

１４ その他の研究成果等 

＜地域貢献活動＞ 

１．山下 均：「長寿社会を健康に長生きするために」～太る仕組みを知りメタボとさようなら」 

第5回かすがい発見ビジネスフォーラム講演会、2012年2月4日、春日井 

２．山下 均：「メタボ研究最前線〜褐色脂肪細胞による肥満予防からアンチエージングへ〜」 

第３回中部大学市民講座、2013 年 5 月 18 日、春日井 

３．横山信治：「春日井市民の食と健康のための COC 事業」 文部科学省 地（知）の拠点整

備事業 中部大学地域連携市民フォーラム 2014 年 2 月 22 日、春日井 

４．横山信治：「コレステロールと健康：確かなことと不確かなこと」 愛知県栄養士会医療部

会研修会 2014 年 3 月 15 日、名古屋 

５．横山信治：「食と健康：人類文明の業」日本学術会議第二部会夏期講演会 2014、2014 年

8 月 6 日、名古屋 

６．横越英彦： 機能性食品と特定保健用食品「食と健康」：栄養と健康、中部大学シニア大

学（CAAC）、2014 年 12 月 1 日、春日井 

７．横越英彦：食べ物によって頭は良くなる？春日井市地域連携講座・ジュニアセミナー、中

部大学エクステンションセンター、2015 年 12 月 19 日、春日井 
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８．横越英彦：食べ物と最新脳科学〜脳が活性化する食品とは〜平成 28 年度 4 月講座、一

宮中日文化センター、2016 年 4 月 19 日、5 月 17 日、6 月 21 日、一宮 

９．横越英彦：食べ物により頭が良くなるか？〜食べ物と脳の働き 平成 28 年度知立南中学

校食育講演会、知立市立知立南中学校、2016 年 6 月 30 日、知立 

 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

若手研究者の育成にも留意されたい。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

１，選定時に指摘された若手研究者育成について、大学院生の研究環境の積極的整備や若

手教員の「センター」の Associate Member への登用などを行ってきた。また、本研究プ

ロジェクト主催のシンポジウムや研究会に積極的に参加させ、若手の育成に努めてきた

（シンポジウム・学会等の実施状況等の欄参照）。今後は成果報告会等で大学院生など

若手にも発表させる機会を積極的に設け、更なる若手育成に尽力したい。将来食育の

実践を担う管理栄養士養成課程の第一期卒業が平成 26 年度となり、大学院への進学

を奨励してゆく必要がある（平成 26 年度は 1 名、平成 27 年度は３名が進学、29 年度に

は三名以上が進学予定）。  

２，大学院生や一部卒業研究の学部学生を本研究プロジェクトに積極的に参加させ、各研究

課題遂行にそれぞれ重要な役割を果たしてきた。研究補助者として謝金を支給すること

で、これを支援奨励してきた（平成 25 年度 7 名、平成 26 年度 4 名、平成 27 年度は、少

なくとも管理栄養専攻卒業生の 3 名が進学）。 

３、若手教員（中川、車、山田）をプロジェクトの Associate member とし積極的な役割を担う

体制を導入した。 

４、本プロジェクトの博士研究員である飯田は、多くの研究課題で重要な役割を果たしてい

る。また楠堂（助手）の貢献も重要であった。 

５、研究発表論文および学会発表において多くの若手研究者や大学院生が筆頭または共著

者として参加しており、論文・学会発表リストにその旨記した。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

 概ね順調に成果が達成されていると思われる。代表者の舵取りにより、各分担研究者のよ

りいっそうの成果を望む。研究拠点を形成するという観点から、各研究者、グループ間の連

携もより必要となる。 

 

 独創的なテーマに対して、あらゆる角度から見て、順調に進捗している。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

 中間評価時の指摘事項「概ね順調に成果が達成されていると思われる。代表者の舵取り

により、各分担研究者のよりいっそうの成果を望む。研究拠点を形成するという観点から、各

研究者、グループ間の連携もより必要となる」に対応し、研究グループ間の連携は共同研究

などで進みつつあるが、共著論文などを発表できるように意識的に努力してきた 
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度
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７
年
度

設 備

装 置

設 備

33,285

0

0

0

37,065

27,995

0

0

12,705 24,360
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0
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１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

　

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

（研究設備）

整備年度

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

（情報処理関係設備）

補助金額

事業経費施　設　の　名　称

（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費

0

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

高速液体クロマトグラフ H24 1
27,720API4000LC/MS/MS H24 18,410

23,400 9,345 5,950
1 25,400 私学助成

私学助成

補助主体

補助主体

次世代食育研究
センター

H24年度 115.52㎡ 2室 8名 0 0 ―

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 17,679 実験 17,679 研究用試薬・器具、ソフトウェアほか

光　熱　水　費
通信運搬費 8 送料 8 通信費、試料輸送ほか

印刷製本費 511 印刷費 511 研究報告書作成

旅費交通費 139 学会参加 139 国内外学会旅費、研究打ち合わせ、情報収集

報酬・委託料 375 報酬 375 委託試験、外部評価報酬

（　その他　） 1,283 用品・新聞雑誌・会費 1,283 研究用実験器具、学会参加費ほか

計 19,995

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出 1,116 謝金 1,116 1,250円/h：455.5h/年、1,000円/h：173h/年、850円/h：439h/年　実人数4人

計 1,116

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 6,884 機器 6,884 蛍光顕微鏡、超低温フリーザーほか

図　　　　書
計 6,884

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 16,520 実験 16,520 研究用試薬・器具、実験動物、画像処理ソフトほか

光　熱　水　費
通信運搬費 9 送料 9 報告書送料

印刷製本費 713 印刷費 713 研究報告書作成ほか

旅費交通費 187 学会参加 187 国内外学会旅費、研究打ち合わせ、情報収集

報酬・委託料 1,457 報酬 1,457 人材派遣、論文投稿

（　その他　） 1,595 用品・修繕費・会費他 1,595 小規模研究用具、大型機器保守点検修理、学会参加費ほか

計 20,481

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出 5,473 謝金 5,473
1,250円/h：2,199.5h/年、1,000円/h：217h/年、850円/h：1,286.5h/年、800円/h：
1,762.5h 実人数10人

計 5,473

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 5,782 機器 5,782 倒立顕微鏡、滑走式ミクロトームほか

図　　　　書
計 5,782

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター 1,549 ポスト・ドクター人件費 1,549 学外1人

研究支援推進経費

計 1,549 学外1人

年　　　度 26

20,807

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

20,807

光　熱　水　費
通信運搬費 送料 2929

印刷製本費 印刷費 651

旅費交通費 学会参加 667

報酬・委託料 報酬 2,039

（　その他　） 用品・修繕費・会費他 1,105

計 25,298

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出 6,411 謝金 6,411
800円/h：1,800h/年、900円/h：373h/年、1,000円/h：1,433h/年、1,100円/h：154h
、1,250円/h：1,643.5h/年、1,350円/h：688h/年、1,500円/h：32h/年　実人数12人

計 6,411

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,274 2,274 HPLCデータ処理装置、蛍光顕微鏡付属カメラシステム

計 2,274
図　　　　書

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

通信費　等
研究報告書作成ほか
国内外学会旅費、研究打ち合わせ、資料収集
委託試験、論文投稿ほか
小規模研究用具、大型機器保守点検修理、学会参加費ほか1,105

2,039

研究用試薬、機器、資料

機器

667
651

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 実験
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計

通信運搬費

年　　　度 28

研究支援推進経費

光　熱　水　費

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

印刷製本費
旅費交通費

計

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

報酬・委託料

小  科  目
主　な　使　途 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

支　出　額

4,767 ウェスタンブロットイメージングシステムほか

計

計

4,767

4,767 機器

0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター

11,580

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

14,945

積　　算　　内　　訳

11,580 11,580 820円/h：920h/年、850円/h：1,370h/年、980円/h：143h/年、1,000円/h：3,532h/
年、1,100円/h：788h/年、1,250円/h：3,330h/年、1,350円/h：711h/年　実人数19人謝金

学会旅費、研究打ち合わせほか
論文投稿費用ほか

文書冊子通信運搬
研究報告書作成ほか

（　その他　） 用品・修繕費・会費他

学会参加
報酬

大型機器保守点検修理、学会参加費ほか

送料
印刷費

消　耗　品　費

金　　額

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

報告書送付ほか

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 12,980実験 実験用試薬、実験器具ほか

光　熱　水　費
通信運搬費 20送料

研究発表、学会参加、情報収集
研究報告書作成ほか

1,218 1,218

11,632 11,632実験 実験用試薬、実験器具ほか

59 59

機器 遠心エバポレーター、吸光蛍光発光用プレートリーダ

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

印刷製本費
旅費交通費 241

633
学会参加
印刷費

241

1,012 1,012

443 443
581 581

報酬・委託料
3,767
1,336

用品・修繕費・会費他
報酬

小規模実験器具、大型機器保守点検修理、学会参加費ほか

論文投稿ほか
3,767
1,336

20
633

12,980

計 18,977

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

9,787 謝金 9,787

計 9,787

（兼務職員）

4,895 4,895

（　その他　）

教育研究経費支出
800円/h：1,380h/年、820円/h：1,580h/年、960円/h：929h/年、1,000円/h：711h/
年、1,100円/h：722h/年、1,200円/h：800h/年、1,250円/h：2,475h/年、1,350円/h：
694h/年 実人数20人

人件費支出

研究資料

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

学外1人

学外1人

図　　　　書 37 書籍 37

計 4,932

ポスト・ドクター 1,800 1,800

研究支援推進経費

計 1,800
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